
漢
字
・
語
句
を
確
認
し
よ
う 

知
識・技
能

　

1

次
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①
盆
栽 

 
 

﹇
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈  

②
唯
一 

 
 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　

﹈

③
現
世
利
益 

﹇
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈  
④
書
棚 

 
 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　

﹈

⑤
可
塑
性 

 

﹇
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈  
⑥
継
ぐ 

 
 

﹇
　
　
　
　
　
　
　

ぐ
﹈

⑦
却
下 

 
 

﹇
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈  
⑧
連
鎖 

 
 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　
　

﹈

2

次
の

　
　
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

①
ダ
レ
も
い
な
い 

 

﹇
　
　
　
　
　

﹈  

②
お
ス
ス
め
の
本 

 
﹇

　
　
　
　
　

﹈

③
キ
オ
ク
が
な
い 

 

﹇
　
　
　
　
　

﹈  

④
イ
デ
ン
の
仕
組
み 
﹇
　
　
　
　
　

﹈

⑤
カ
ン
キ
ョ
ウ
問
題 

﹇
　
　
　
　
　

﹈  

⑥
セ
ン
テ
ン
的
体
質 

﹇
　
　
　
　
　

﹈

⑦
ク
り
返
す 

 
 
 

﹇
　
　
　
　
　

﹈  

⑧
子
ど
も
の
コ
ロ 

 

﹇
　
　
　
　
　

﹈

⑨
自
己
ケ
イ
ハ
ツ 

 

﹇
　
　
　
　
　

﹈  

⑩
事
故
に
ア
う 

 
 

﹇
　
　
　
　
　

﹈

⑪
悪
エ
イ
キ
ョ
ウ 

 

﹇
　
　
　
　
　

﹈  

⑫
カ
ン
ジ
ン
の
部
分 

﹇
　
　
　
　
　

﹈

⑬
グ
ウ
ゼ
ン
出
会
う 

﹇
　
　
　
　
　

﹈  

⑭
力
を
ハ
ッ
キ
す
る 

﹇
　
　
　
　
　

﹈

⑮
薬
が
キ
く 

 
 
 

﹇
　
　
　
　
　

﹈  

⑯
カ
け
値
な
し 

 
 

﹇
　
　
　
　
　

﹈
3

次
の
語
句
を
使
っ
て
短
文
を
作
り
な
さ
い
。

①
さ
な
が
ら

　﹇
　
　 

　

﹈

②
か
け
が
え
の
な
い

　﹇
　
　 

　

﹈

③
束
の
間

　﹇
　
　 

　

﹈

4

次
の

　
　
線
部
の
「
勧
」「
歓
」「
観
」
を
使
っ
た
熟
語
を
漢
字
で
書
き
な
さ

い
。

①
新
入
生
を
カ
ン
ユ
ウ
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　

﹈

②
カ
ン
ゲ
イ
会
を
開
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　

﹈

③
事
態
を
セ
イ
カ
ン
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　

﹈

④
キ
ャ
ッ
カ
ン
的
に
考
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　

﹈

⑤
改
善
を
カ
ン
コ
ク
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　

﹈

⑥
優
勝
に
カ
ン
キ
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

﹇ 

　
　
　
　
　
　
　

﹈

検印

教科書

川
上
未
映
子

P.10 ～ P.16

ぐ
う
ぜ
ん
、
う
た
が
う
、
読
書
の
ス
ス
メ

4

全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う 

  

思
考
力・判
断
力・表
現
力

　

次
の
空
欄
に
本
文
中
の
言
葉
を
入
れ
、
全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う
。

自
分
の
予
想
外
の
も

の
と
出
会
う「
読
書

の
原
体
験
」

（
初
め
〜
11
・
16
）

﹇
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹈に
載
っ
て
い
る
文
章
を

読
む
こ
と
は
、
自
分
の
読
書
の
原
体
験
に
な
っ
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
文
章
に
い
や
で
も
出
会
っ
て
し
ま
う

と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
学
生
時
代
の
こ
の
体
験
は
、

本
質
的
に﹇
②

　
　
　
　
　
　
﹈な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
一
回
性
」
に
支
え

ら
れ
た
読
書
と
人
生

（
12
・
1
〜
終
わ
り
）

人
生
の
局
面
を
左
右
す
る﹇
③

　
　
　
　
　
　
　
﹈や

﹇
④

　
　
　
　
　
　
﹈の
多
く
は
、
自
分
の
想
像
を
超
え

た
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
き
た
も
の
と
の
遭
遇
に
よ
り
起

こ
る
。
本
を
一
冊
手
に
取
る
と
い
う
場
面
に
も
、
数
々

の﹇
⑤

　
　
　
　
　
　
　
﹈性
に
支
え
ら
れ
た
一
回
性
の

出
会
い
が
潜
ん
で
い
る
。

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う 

  

思
考
力・判
断
力・表
現
力

　

1
「
そ
れ
が
唯
一
の
読
書
の
原
体
験
と
い
え
る
」（
11
・
２
）
の
「
そ
れ
」
が
指

す
部
分
を
、
本
文
中
か
ら
二
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

2
「
自
分
の
好
み
や
必
要
性
に
合
っ
た
本
」（
11
・
8
）
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、

具
体
的
に
述
べ
て
い
る
部
分
を
、
本
文
中
か
ら
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ

い
。

3
「
子
ど
も
の
頃
」（
11
・
10
）
の
読
書
に
つ
い
て
説
明
し
た
部
分
を
、
同
じ
段

落
中
か
ら
五
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
、
初
め
と
終
わ
り
の
五
字
ず
つ
を
記
し
な

さ
い
。

〜

4
「
現
世
利
益
的
」（
11
・
13
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
辞
書
的
な
意
味

と
本
文
中
で
の
文
脈
上
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

・
辞
書
的
な
意
味 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
文
脈
上
の
意
味 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5
「
な
め
る
よ
う
に
読
む
」（
11
・
15
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
比
喩
的
に

表
現
し
た
も
の
か
。
本
文
中
か
ら
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

5

　
ぐ
う
ぜ
ん
、
う
た
が
う
、
読
書
の
ス
ス
メ

1

　
知
ら
な
い
も
の
に
出
会
う



13
「
自
分
の
選
択
の
連
鎖
や
感
染
で
は
き
っ
と
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
世
界
」（
14
・
５
）
と
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
生
徒
た
ち
が
話
し

合
い
を
し
た
。
次
の
会
話
文
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
①
は
五
字
、
②

は
九
字
で
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。
新
傾
向

生
徒
Ａ
：
こ
こ
で
い
う
「
世
界
」
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
は
何
が
必
要
か
な
。

生
徒
Ｂ
：
筆
者
の
い
う
読
書
の
「
一
回
性
」
を
共
有
し
て

①

に
出
会
う
必

要
が
あ
る
ね
。

生
徒
Ｃ
：
う
ん
。
さ
ら
に

②

に
ま
で
出
会
え
る
と
、
そ
の
「
世
界
」
に
た

ど
り
着
け
る
だ
ろ
う
ね
。

① ② 14
「
ど
ん
ど
ん
遠
く
を
触
」
る（
15
・
１
）
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
説
明
し

な
さ
い
。

　 15
「
そ
れ
」（
15
・
２
）
と
は
何
を
指
す
か
。
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
役
に
立
ち
そ
う
も
な
い
本
で
も
、
実
は
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。

イ
　
初
見
で
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
本
で
も
、
じ
っ
く
り
読
め
ば
内
容
が
理
解

で
き
る
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
名
作
と
言
わ
れ
る
本
が
、
本
当
に
名
作
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。

エ
　
名
作
と
言
わ
れ
る
本
は
、
誰
に
と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。

16
「
そ
ん
な
人
生
」（
15
・
８
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
生
の
こ
と
か
。
説
明
し

な
さ
い
。

　 
 

17

筆
者
が
「
読
書
の
ス
ス
メ
」
と
い
う
題
に
込
め
た
思
い
と
し
て
、
適
切
な
も

の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
数
々
の
偶
然
性
に
支
え
ら
れ
て
い
る
読
書
が
多
く
の
人
の
人
生
を
左
右
し

て
き
た
こ
と
を
理
解
し
、
読
書
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

イ
　
人
生
の
な
か
で
、
読
書
は
数
々
の
偶
然
性
に
支
え
ら
れ
て
も
い
る
こ
と
を

理
解
し
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
自
分
で
確
か
め
て
ほ
し
い
。

ウ
　
何
も
わ
か
ら
な
い
人
生
の
な
か
で
、
唯
一
確
実
で
あ
る
読
書
の
す
ば
ら
し

さ
を
理
解
し
、
自
分
で
確
か
め
て
ほ
し
い
。

エ
　
人
生
の
な
か
で
、
偶
然
に
出
会
っ
た
本
が
自
分
の
価
値
観
を
つ
く
る
こ
と

を
理
解
し
、
読
書
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

7

　
ぐ
う
ぜ
ん
、
う
た
が
う
、
読
書
の
ス
ス
メ

1

　
知
ら
な
い
も
の
に
出
会
う

6
「
あ
の
読
書
体
験
は
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
本
質
的
に
贅
沢
な
も
の
だ
っ
た
」

（
11
・
15
〜
16
）
と
い
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
高
価
な
本
で
も
値
段
を
考
え
ず
に
選
ん
で
買
っ
て
読
ん
で
い
た
か
ら
。

イ
　
自
己
啓
発
本
や
実
用
書
を
読
ん
で
、
大
き
な
利
益
が
得
ら
れ
た
か
ら
。

ウ
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
に
触
れ
、
予
想
の
外
に
あ
る
も
の
と
出
会
え
た
か
ら
。

エ
　
読
書
の
効
果
な
ど
は
考
え
ず
、
好
き
な
本
だ
け
選
ん
で
い
た
か
ら
。

7
「
自
分
の
人
生
の
局
面
…
…
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。」（
12
・
１

〜
３
）
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。「
影
響
」「
人
や
作
品
」「
受
け
ら
れ
る
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

　 
 

8
「『
自
分
で
選
べ
て
い
る
』
と
思
え
る
よ
う
な
こ
と
ほ
ど
あ
ん
ま
り
た
い
し
た

こ
と
や
物
で
は
な
い
」（
12
・
10
）
と
あ
る
が
、
筆
者
は
、
ど
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
い
う
の
か
。「
枠
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
説
明

し
な
さ
い
。

　 
9
「
す
で
に
作
ら
れ
た
枠
の
な
か
の
小
さ
な
動
き
」（
12
・
13
）
は
、
ど
う
で
あ

る
と
勘
違
い
さ
れ
が
ち
な
の
か
。
漢
字
二
字
で
答
え
な
さ
い
。

10
「
さ
ま
ざ
ま
な
可
塑
性
」（
13
・
３
）
と
あ
る
が
、可
塑
性
を
も
つ
も
の
は
何
か
。

適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
書
店
や
図
書
館
の
書
棚
。

イ
　
書
物
に
つ
い
て
書
か
れ
た
評
論
や
書
評
。

ウ
　
書
棚
の
本
と
自
分
の
意
識
。

エ
　
手
に
取
っ
た
本
に
対
す
る
自
分
の
意
識
。

11
「
本
を
読
む
に
は
本
を
読
む
し
か
な
い
」（
13
・
９
）
と
は
、ど
う
い
う
こ
と
か
。

説
明
し
な
さ
い
。

　 12
「
自
分
の
意
識
か
ら
の
束
の
間
の
自
由
を
味
わ
っ
て
み
る
」（
13
・
12
）
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
か
。
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

ア
　
一
回
性
の
偶
然
に
ま
か
せ
て
み
る
こ
と
。

イ
　
他
者
の
自
由
な
意
識
に
ま
か
せ
て
み
る
こ
と
。

ウ
　
自
分
の
意
識
と
逆
の
選
択
を
す
る
こ
と
。

エ
　
偶
然
に
味
わ
っ
た
自
由
を
満
喫
す
る
こ
と
。

6



　
○
○
高
校
の
生
徒
会
は
、「
○
○
高
校
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作

成
す
る
こ
と
に
し
た
。【
資
料
Ⅰ
】
は
生
徒
会
が
作
成
し
た
「
○
○
高
校
生
成
Ａ

Ｉ
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
草
案
、【
資
料
Ⅱ
】
と
【
資
料
Ⅲ
】
は
生
徒
会
が
集

め
た
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【資料Ⅰ】

○○高校生成AI 活用ガイドライン

1.　目的

本ガイドラインは、生成AIを安全かつ適切に利用する
ために、本校の生徒が留意すべき基本的な考え方と行
動基準を示すことを目的とする。［X］そこで、こうした
トラブルを未然に防ぎ、本校の生徒の学びを支え、安
心して生成AIを活用できる環境を整えることを目指し、
以下の事柄を「生成AI利用ルール」として取りまとめた。

2.　生成AI 利用指針

⑴　個人情報・プライバシーの保護

　プロンプトには、自分や他者の氏名、住所、電話番号、
顔写真などの個人情報を絶対に入力しないこと。また、
未公開の学校行事の詳細など、機密情報の入力も避け
ること。

⑵　著作権・権利の尊重

　既存の著作物（小説の文章や歌詞、他者のイラスト
など）をそのまま生成 AI に入力して類似物を生成させ
たり、生成されたものを自分の作品として公表したり
しないこと。

⑶　情報の正確性の確認

　生成 AI が生成する情報には誤りが含まれる可能性
があるため、必ず教科書や専門書といった信頼できる
文献で裏付けを取ること。

⑷　成果物の利用と引用の明記

　課題の作成に生成 AI を利用した場合は、使用した
生成 AI の名称を参考文献に記載すること。名称が記
載されていれば、生成 AI が生成した文章をそのまま
課題の回答として使用してもよい。

⑸　客観的な判断の尊重

　進路選択や探究学習の結論など、重要な意思決定に
おいて主観による偏りを防ぐため、判断に迷った際は、
膨大なデータに基づく生成ＡＩの客観的な提案を最優
先に採用すること。

○○高校生徒会

検印

実
践
問
題
３

100

【資料Ⅱ】AI 利活用原則

①　適正利用の原則
　利用者は、人間とAIシステムとの間及び利用者間における適切な役割分担の
もと、適正な範囲及び方法でAIシステム又はAIサービスを利用するよう努める。

②　適正学習の原則
　利用者及びデータ提供者は、AIシステムの学習等に用いるデータの質に留意
する。

③　連携の原則
　AIサービスプロバイダ、ビジネス利用者及びデータ提供者は、AIシステム又
はAIサービス相互間の連携に留意する。また、利用者は、AIシステムがネット
ワーク化することによってリスクが惹起・増幅される可能性があることに留意
する。

④　安全の原則
　利用者は、AIシステム又はAIサービスの利活用により、アクチュエータ等を
通じて、利用者及び第三者の生命・身体・財産に危害を及ぼすことがないよう
配慮する。

⑤　セキュリティの原則
　利用者及びデータ提供者は、AIシステム又はAIサービスのセキュリティに留
意する。

⑥　プライバシーの原則
　利用者及びデータ提供者は、AIシステム又はAIサービスの利活用において、
他者又は自己のプライバシーが侵害されないよう配慮する。

⑦　尊厳・自律の原則
　利用者は、AIシステム又はAIサービスの利活用において、人間の尊厳と個人
の自律を尊重する。

⑧　公平性の原則
　AIサービスプロバイダ、ビジネス利用者及びデータ提供者は、AIシステム又
はAIサービスの判断にバイアスが含まれる可能性があることに留意し、また、
AIシステム又はAIサービスの判断によって個人が不当に差別されないよう配慮
する。

⑨　透明性の原則
　AIサービスプロバイダ及びビジネス利用者は、AIシステム又はAIサービスの
入出力等の検証可能性及び判断結果の説明可能性に留意する。

⑩　アカウンタビリティの原則
　利用者は、ステークホルダに対しアカウンタビリティを果たすよう努める。

（総務省「AI利活用ガイドライン」より）
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【資料Ⅲ】○○高校「生成AI 利用実態アンケート」結果

1

生
徒
会
は
、
Ａ
Ｉ
の
な
か
で
も
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
に
関
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
す
る
理
由
を
、【
資
料
Ⅰ
】
の
「
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
「
１
．

目
的
」
の
﹇
Ｘ
﹈
に
書
き
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
書
き
加
え
る
文
と
し
て
最
も

適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
Ａ
Ｉ
は
大
量
の
デ
ー
タ
を
学
習
し
て
予
測
を
行
う
技
術
で
あ
る
が
、近
年
、

そ
の
予
測
精
度
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
生
徒
の
学
習
到
達
度
を
正
確
に
測
定

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

イ
　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
既
存
の
デ
ー
タ
か
ら
新
し
い
文
章
や
ア
イ
デ
ア
を
作
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
反
面
、
著
作
権
の
侵
害
や
事
実
と
異
な
る
情
報
の
生
成
と

い
っ
た
特
有
の
リ
ス
ク
を
伴
う
。

ウ
　
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
画
像
認
識
や
音
声
認
識
の
機
能
が
搭
載
さ
れ

た
ロ
ボ
ッ
ト
が
安
価
に
導
入
可
能
と
な
り
、
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

生
徒
の
安
全
を
脅
か
す
可
能
性
が
あ
る
。

エ
　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
膨
大
な
計
算
処
理
を
必
要
と
す
る
た
め
、
学
校
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
回
線
を
圧
迫
し
、
他
の
教
育
活
動
に
必
要
な
通
信
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

2

次
に
示
す
の
は
、
生
徒
会
が
作
成
し
た
【
資
料
Ⅰ
】
の
「
生
成
Ａ
Ｉ
利
用
指

針
」
の
草
案
に
対
す
る
先
生
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問

い
に
答
え
な
さ
い
。

先
生
の
コ
メ
ン
ト
：

「
⑴
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
や
「
⑵
著
作
権
」、「
⑶
正
確
性
」
へ
の
配
慮
は

非
常
に
良
い
で
す
ね
。
し
か
し
、「
自
律
の
原
則
」
の
観
点
か
ら
見
る
と
、

指
針
⑷
と
⑸
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
特
に
⑷
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
「
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
て
提
出
す
る
」
生
徒
が
45
％
も
い
る
現

図２）学校の課題における
　　　生成AI 利用の方法

Q. 学校の課題に生成AI を
　  どう使いますか？

図１）学校の課題における
　　　生成AI 利用の割合

Q. 学校の課題に生成AI を
　  使いますか？

■ アイデアをだしてもらう
■ 文章の校正や要約に使う
■ AIの回答をそのままコピーして提出する
■ 自分の考えへの反論をださせる

■ よく使う
■ 時々使う
■ あまり使わない
■ 全く使わない
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状
を
追
認
・
助
長
し
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
⑸
も
「
Ａ
Ｉ
へ
の
過
度
な

依
存
」
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
修
正
し
ま
し
ょ
う
。

①
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
、
生
徒
会
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
指
針
⑷
を
修
正
す

る
こ
と
に
し
た
。修
正
案
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
Ａ
Ｉ
が
生
成
し
た
文
章
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
は
、
学
習
者
の
思
考

力
を
低
下
さ
せ
る
た
め
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
課
題
作
成
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
の
使
用
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
。

イ
　
Ａ
Ｉ
が
生
成
し
た
文
章
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
場
合
は
、
誤
字
脱
字
が
な

い
か
を
十
分
に
確
認
し
、
提
出
物
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
か
ら
提
出
す
る

こ
と
。

ウ
　
Ａ
Ｉ
が
生
成
し
た
文
章
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
場
合
は
、
参
考
文
献
へ
の

記
載
に
加
え
、
プ
ロ
ン
プ
ト
も
併
せ
て
提
出
す
る
こ
と
で
、
作
成
プ
ロ
セ
ス

を
透
明
化
す
る
こ
と
。

エ
　
Ａ
Ｉ
が
生
成
し
た
文
章
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
認

め
ら
れ
な
い
。
Ａ
Ｉ
の
出
力
は
あ
く
ま
で
参
考
に
と
ど
め
、
必
ず
自
分
の
言

葉
で
構
成
し
直
し
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
記
述
す
る
こ
と
。

②
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
、
生
徒
会
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
指
針
⑸
を
修
正
す

る
こ
と
に
し
た
。修
正
案
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
主
体
的
な
判
断
：
進
路
選
択
や
探
究
学
習
の
結
論
な
ど
、
重
要
な
意
思
決

定
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
の
提
案
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
そ
れ
を
一
つ
の
参
考
意

見
と
し
て
捉
え
、
最
終
的
な
判
断
は
自
分
自
身
で
行
う
こ
と
。

イ
　
人
間
性
の
重
視
：
進
路
選
択
や
探
究
学
習
の
結
論
な
ど
、
重
要
な
意
思
決

定
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
は
人
間
の
機
微
を
解
さ
な
い
た
め
一
切
使
用
せ
ず
、

信
頼
で
き
る
教
員
や
保
護
者
の
意
見
の
み
に
従
う
こ
と
。

ウ
　
合
意
形
成
の
確
認
：
進
路
選
択
や
探
究
学
習
の
結
論
な
ど
、
重
要
な
意
思

決
定
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
の
提
案
と
自
分
自
身
の
考
え
が
一
致
し
た
場
合
に

限
り
、
そ
の
結
論
を
採
用
す
る
こ
と
。

エ
　
合
理
的
判
断
の
追
求
：
進
路
選
択
や
探
究
学
習
の
結
論
な
ど
、
重
要
な
意

思
決
定
に
お
い
て
は
、
複
数
の
異
な
る
生
成
Ａ
Ｉ
に
同
じ
質
問
を
し
、
多
数

決
に
よ
っ
て
最
も
合
理
的
と
さ
れ
る
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
。

3

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
完
成
後
、
生
徒
の
三
太
さ
ん
が
「
地
域
の
ゴ
ミ
問
題
」
を

探
究
学
習
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
完
成

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
【
資
料
Ⅱ
】
の
方
針
に
従
っ
た
活
用
と
し
て
最
も

適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
地
域
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
得
ら
れ
た
氏
名
や
住
所
な
ど
の
回
答
デ
ー

タ
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
入
力
し
、
地
域
ご
と
の
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
の
遵
守
状
況
を

分
析
さ
せ
た
。

イ
　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
た
め
、
有
名
な
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
画

像
を
Ａ
Ｉ
に
読
み
込
ま
せ
て
構
図
を
模
倣
さ
せ
、
そ
っ
く
り
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
生
成
し
て
ポ
ス
タ
ー
に
使
用
し
た
。

ウ
　
解
決
策
を
考
え
る
際
、
自
分
の
提
案
に
対
す
る
反
論
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
出
力

さ
せ
、指
摘
さ
れ
た
問
題
点
を
踏
ま
え
て
自
分
自
身
の
提
案
を
書
き
直
し
た
。

エ
　
結
論
と
し
て
有
料
ゴ
ミ
袋
の
価
格
を
い
く
ら
に
す
べ
き
か
迷
っ
た
た
め
、

生
成
Ａ
Ｉ
に
最
適
な
価
格
を
質
問
し
、
提
示
さ
れ
た
金
額
を
そ
の
ま
ま
最
終

提
言
と
し
て
発
表
し
た
。
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